
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
十
一
章
洋
書
輸
入
の
傾
向

洋
書
界
の
動
き
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と
こ
ろ
で
内
田
魯
庵
は
「
学
鐙
」
の
編
集
者
と
し
て
も
、
広
告
文
案
作
成
者
と
し
て
も
、
独
自
の
才
能
を
奮
っ
て
い
た
が
、
入
社

（
明
治
三
十
三
年
）
以
来
洋
書
輸
入
撰
択
に
関
す
る
相
談
に
あ
ず
か
っ
て
い
た
。
彼
の
死
後
い
く
ば
く
も
な
く
し
て
昭
和
四
年
十
二
月

一
日
、
書
籍
部
洋
書
関
係
の
組
織
に
改
変
が
行
わ
れ
、
新
た
に
審
査
課
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
課
の
仕
事
は
、
洋
書
の
撰
出
、
注
文
部

数
の
決
定
、
洋
書
の
分
類
と
ス
ト
ッ
ク
リ
ー
フ
の
作
製
、
目
録
、
ア
ナ
ン
ス
メ
ン
ト
等
宣
伝
文
書
の
作
製
、
売
行
調
査
、
並
に
古
書

の
仕
入
販
売
等
を
取
扱
い
、
宛
も
洋
書
部
門
の
事
務
セ
ン
タ
ー
と
云
う
感
を
呈
し
た
。
こ
の
結
果
、
従
来
の
洋
書
商
品
課
は
、
現
品
の

保
管
及
び
各
販
売
部
門
の
請
求
に
よ
る
品
物
の
出
し
入
れ
の
み
を
担
当
し
、
ま
た
仕
入
課
は
外
国
課
と
改
名
し
、
審
査
課
で
決
定
さ
れ

た
注
文
に
従
っ
て
、
海
外
版
元
へ
の
発
注
か
ら
着
品
に
い
た
る
ま
で
の
事
務
を
取
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。

尚
、
こ
の
機
構
改
革
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
審
査
課
の
内
容
は
次
表
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
改
革
は
洋
書
部
門
と
し
て
は
相
当
思

い
切
っ
た
組
織
変
更
で
、
改
革
に
当
っ
て
は
周
到
な
配
慮
が
な
さ
れ
た
だ
け
あ
っ
て
、
今
日
に
い
た
る
も
尚
大
略
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ



ｌ
仕
入
調
査
係
…
…
（
新
刊
及
補
充
書
の
仕
入
調
査
）

ｌ
売
行
調
査
係
：
…
（
商
品
売
行
及
宜
伝
広
告
の
調
査
）

審
査
課
１
１
目
録
編
纂
係
．
：
：
．
（
目
録
及
び
ア
ナ
ン
ス
メ
ン
ト
の
編
纂
）

ｌ
古
本
係
：
：
：
（
古
本
の
仕
入
及
宣
伝
）
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内
田
魯
庵
は
素
よ
り
文
学
者
で
、
初
め
は
英
国
流
の
鑑
賞
的
啓
蒙
批
評
か
ら
出
発
し
た
が
、
の
ち
ロ
シ
ヤ
文
学
に
親
し
む
よ
う
に
な

り
、
文
芸
と
社
会
並
に
人
生
と
の
関
連
を
重
視
す
る
傾
向
を
示
し
た
。
彼
が
ド
ス
ト
ェ
フ
ス
キ
ー
の
「
罪
と
罰
」
を
識
訳
し
、
ま
た
ト

ル
ス
ト
イ
の
「
復
活
」
を
訳
し
て
丸
善
か
ら
出
版
し
た
の
も
、
彼
の
思
想
傾
向
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
素

質
を
持
っ
た
人
が
、
洋
書
の
撰
択
に
重
要
な
発
言
の
機
会
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
が
採
択
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
大
正
か
ら
昭
和
初
世
へ
の

ほ
蟹

政
変
と
思
想
の
混
迷
に
係
わ
る
こ
と
な
く
、
丸
善
が
外
国
の
文
学
書
を
輸
入
し
て
い
た
事
情
は
略
倉
了
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
言
え

よ
う
。
大
正
初
期
に
ど
の
よ
う
な
種
類
の
書
籍
が
輸
入
さ
れ
た
か
を
記
し
た
「
福
本
初
太
郎
メ
モ
」
に
よ
る
と
、
当
時
わ
が
国
で
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
た
弓
の
ｇ
》
○
○
口
目
ロ
○
己
の
》
弓
○
厘
○
爵
の
儲
冒
目
》
の
○
①
吾
①
》
陣
①
ぐ
ｇ
ｍ
Ｏ
ｐ
》
国
侭
○
》
国
の
旨
①
》
両
．
函
○
面
一
己
○
い
ざ
①
ぐ
の
辱
》

の
ｏ
Ｈ
屋
》
団
昌
目
。
》
の
。
目
」
①
Ｈ
》
序
の
の
旨
、
》
詞
○
日
四
宮
丙
○
旨
昌
一
出
目
耳
目
目
》
旨
島
野
①
》
の
作
家
名
と
作
品
を
、
政
治
的
な
も
の
と
し

て
は
、
古
く
か
ら
著
名
な
《
菌
○
口
の
ｍ
の
凹
員
‐
○
○
具
箇
ｇ
ｍ
Ｏ
ｏ
巨
○
巨
厚
甘
○
ざ
］
の
の
昔
己
吋
○
拝
も
○
犀
昼
巨
①
ご
及
び
買
旨
○
具
の
の
廻
昌
①
屋
‐

ロ
の
』
》
両
呂
昌
号
の
Ｆ
ｏ
肘
ご
社
会
主
義
的
な
も
の
と
し
て
は
、
《
へ
の
○
日
冨
昇
Ｉ
ｍ
Ｏ
ｇ
農
の
目
四
目
言
①
ｍ
ｏ
ｏ
芭
旨
○
ぐ
の
日
の
旨
ご
言
属
冨
些
員
‐

己
四
の
炭
呂
岸
巴
》
》
と
員
旨
煙
員
屋
且
両
国
的
①
］
の
‐
冨
目
黙
①
、
庁
号
篇
嗣
○
日
目
冒
勝
爵
８
８
勺
煙
昌
①
ご
と
を
挙
げ
て
い
る
。
福
本
初
太
郎
は
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主
と
し
て
哲
学
。
宗
教
関
係
の
書
籍
を
取
扱
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
「
メ
モ
」
に
は
政
治
・
社
会
主
義
関
係
の
も
の
が
少
な
い
が
、
山

崎
民
雄
の
提
供
し
た
資
料
に
よ
る
と
ト
ロ
ッ
キ
ー
ほ
か
社
会
主
義
関
係
の
書
物
も
多
量
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
。
彼
の
談
話
録
に
よ
れ
ば

倉
嗣
．
円
儲
○
蕨
ご
‐
国
○
］
の
ｇ
①
ぐ
旨
四
目
弓
。
昌
吋
８
８
》
》
は
、
五
○
○
部
注
文
し
て
、
店
頭
に
並
べ
た
と
こ
ろ
二
週
間
で
二
○
○
部
売

れ
、
残
り
三
○
○
部
は
警
視
庁
に
押
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

昭
和
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
、
田
中
義
一
内
閣
が
と
っ
た
対
中
国
、
対
満
州
政
策
は
、
い
よ
い
よ
積
極
的
に
な
り
、
内
政
干
渉
が

露
骨
に
行
わ
れ
て
、
欧
米
諸
国
の
墾
壁
を
か
う
に
至
っ
た
。
こ
の
た
め
改
め
て
中
国
問
題
が
再
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
関

す
る
洋
書
も
多
数
出
版
さ
れ
た
。
丸
善
は
こ
れ
ま
で
、
科
学
、
工
業
、
歴
史
地
理
、
文
学
、
美
術
害
等
の
洋
書
を
輸
入
し
て
、
こ
れ
を

わ
が
国
に
紹
介
し
て
来
た
が
、
外
交
上
ひ
い
て
は
国
際
問
題
が
こ
の
よ
う
に
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
と
無
関
心
で
は
あ

り
得
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
中
国
を
取
扱
っ
た
洋
書
の
輸
入
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
学
鐙
の
広
告
欄
を
大
い
に
賑
わ
し
た
。
昭
和
三
年
前

期
だ
け
で
も
次
の
よ
う
な
代
表
作
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

の
ロ
ロ
昌
鼻
‐
の
９
－
日
宮
①
冒
討
曽
呉
ご
ｇ
］
ロ
①
く
①
］
○
℃
目
①
具
○
馬
○
巨
目
．

嵐
①
目
①
岳
の
．
伊
胃
○
日
①
洋
の
‐
弓
彦
の
ロ
①
ぐ
巴
○
℃
目
①
昇
○
冷
○
宮
菌
．

ｏ
富
○
○
冒
言
戸
‐
弓
丘
の
ｚ
昌
○
９
房
庁
卑
○
ぬ
国
日
甘
儲
○
宮
口
Ｐ

閉
○
日
の
①
］
Ｏ
ａ
ｇ
冨
芦
宮
の
１
門
宮
①
の
○
巳
具
○
巨
目
．

更
に
、
満
州
事
変
の
勃
発
に
よ
る
軍
の
満
州
進
出
等
で
極
東
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
こ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
如
く
、
ド
イ
ツ
の
ナ
チ

ス
党
、
イ
タ
リ
ー
の
フ
ァ
シ
ス
ト
党
な
ど
の
独
裁
政
権
樹
立
は
、
欧
米
の
政
界
を
動
か
し
、
改
め
て
第
一
次
世
界
大
戦
の
起
因
や
、
そ



社
会
人
と
し
て
、
は
た
個
人
と
し
て
一
般
国
民
は
如
何
な
る
も
の
に
関
心
を
持
っ
て
ゐ
る
か
、
そ
れ
を
数
字
的
に
如
実
に
語
る

も
の
は
読
書
界
の
傾
向
で
あ
り
ま
す
。

読
書
界
を
観
て
私
達
は
ハ
ッ
キ
リ
世
人
の
関
心
と
、
世
の
中
の
動
き
と
を
知
る
一
）
と
が
出
来
ま
す
。
実
に
読
書
界
》
）
そ
は
社
会

動
向
の
一
種
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
然
ら
ば
ど
ん
な
書
籍
が
今
年
は
読
書
界
に
多
く
要

求
さ
れ
た
か
、
次
に
私
の
専
ら
た
づ
さ
は
る
処
の
洋
書
に
就
い
て
述
べ
て
み
ま
せ
う
。
年
末
に
際
し
こ
の
一
年
を
洋
書
を
通
じ
て

回
顧
し
て
み
ま
す
と
、
私
達
は
そ
こ
に
一
九
三
一
年
の
相
を
可
成
り
的
確
に
知
る
こ
と
が
出
来
て
、
誠
に
興
味
津
套
た
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
先
づ
大
体
に
申
し
ま
す
と
上
半
期
は
比
較
的
平
穏
で
あ
り
ま
し
た
が
、
下
半
期
に
入
っ
て
か
ら
は
読
書
界
は
活
発
な

歩
み
を
歩
ん
で
居
ま
す
。
で
、
今
年
は
ど
ん
な
本
が
要
求
さ
れ
た
か
を
先
づ
大
き
く
分
類
し
て
み
ま
す
と
、
一
、
世
界
的
不
況
に

関
す
る
も
の
、
二
、
時
局
問
題
、
三
、
運
動
に
関
す
る
も
の
、
四
、
哲
学
、
科
学
に
関
す
る
も
の
、
五
、
グ
ラ
フ
類
：
：
：
と
云
ふ

｝
）
の
五
シ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
こ
ｋ
に
挙
げ
た
も
の
は
何
れ
も
広
汎
な
読
者
層
に
亘
っ
て
今
年
最
も
多
く
読
ま
れ
た
も
の
で
、
決

し
て
従
来
の
如
く
一
部
イ
ン
テ
リ
や
専
門
家
な
ど
に
読
ま
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
即
ち
僅
四
十
や
五
十
部
の
要
求
が
あ
っ

た
の
で
は
な
く
、
少
く
と
も
五
百
部
以
上
も
売
れ
た
本
の
み
で
す
。
一
九
三
一
年
と
云
ふ
年
は
如
何
に
是
等
の
事
象
に
熱
烈
な
関

898

の
経
緯
を
詳
ら
か
に
す
る
試
み
が
起
り
、
こ
れ
に
関
す
る
著
書
の
大
量
出
版
を
見
た
。

と
こ
ろ
で
昭
和
六
年
十
二
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
両
日
「
都
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
た
元
社
員
中
村
春
太
郎
の
「
国
民
は
何
を
知

ら
う
と
し
た
か
」
（
本
年
の
洋
書
界
の
動
き
）
と
云
う
一
文
が
あ
る
か
ら
｝
）
Ｌ
に
引
用
し
て
お
こ
う
。
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心
を
持
っ
た
か
が
判
り
ま
す
。
で
は
こ
れ
か
ら
右
の
五
ッ
の
各
女
に
就
い
て
著
者
、
名
称
、
発
行
所
な
ど
細
説
す
る
こ
と
Ｌ
致
し

ま
せ
う
。
先
づ
（
一
）
世
界
的
不
況
に
関
す
る
も
の
で
す
。
御
承
知
の
通
り
今
年
は
年
頭
か
ら
世
界
的
不
況
の
年
で
し
た
。
世
人

が
景
気
不
景
気
に
極
度
の
関
心
を
持
っ
て
一
体
こ
の
先
ど
う
な
る
の
で
あ
ら
う
か
…
…
と
云
ふ
や
う
な
気
持
が
読
書
に
反
映
し
た

も
の
と
思
は
れ
真
に
無
理
も
な
い
事
で
す
。
こ
れ
は
主
と
し
て
上
半
期
か
ら
下
半
期
の
初
め
に
か
け
て
多
く
読
ま
れ
た
や
う
で
す
。

之
を
更
に
細
別
す
る
と
（
イ
）
景
気
回
復
に
関
す
る
も
の
（
ロ
）
金
の
問
題
（
○
各
国
の
経
済
財
政
問
題
と
な
り
ま
す
。
例
へ

ぱ
（
イ
）
は
景
気
循
環
論
と
も
云
ふ
べ
き
ピ
ァ
ー
ソ
ン
（
米
）
の
フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
チ
ン
グ
。
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
ク
ル
（
九
円
）
ミ
ッ

チ
ェ
ル
（
米
）
の
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
ク
ル
（
十
五
円
）
（
ロ
）
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
（
英
）
の
マ
ネ
ー
・
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
（
三
円
七
五
）

ケ
ー
ン
ズ
（
英
）
の
ト
リ
ー
テ
ィ
ー
ス
。
オ
ン
。
マ
ネ
ー
（
二
冊
十
五
円
）
ラ
フ
リ
ン
（
米
）
の
マ
ネ
ー
・
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
。
エ
ン

ド
・
プ
ラ
イ
ス
（
二
冊
廿
円
）
（
ハ
）
は
各
国
の
失
業
問
題
、
英
国
の
政
変
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
五
個
年
計
画
の
成
功
に
就
い
て
…
…

な
ど
に
細
別
さ
れ
ま
す
が
、
英
国
の
政
変
そ
の
物
は
割
合
に
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
や
う
で
、
政
変
に
関
す
る
政
策
上
の
細
か
い

要
求
は
余
り
な
い
や
う
で
し
た
。
た
だ
そ
の
後
に
来
た
る
も
の
・
…
：
即
ち
政
変
後
の
自
由
貿
易
か
保
護
貿
易
か
と
云
ふ
問
題
は
非

常
に
読
ま
れ
た
…
…
こ
の
辺
は
面
白
い
現
象
と
恩
は
れ
ま
す
。
ア
イ
ン
チ
ッ
ヒ
（
英
）
の
フ
ァ
イ
ト
・
フ
ォ
ー
ア
。
フ
ィ
ナ
ン
シ

ァ
ル
・
ス
プ
レ
マ
シ
ー
（
三
円
七
五
）
は
和
訳
ま
で
出
来
凄
い
売
行
。
次
い
で
世
界
的
経
済
危
機
を
語
る
に
は
必
須
で
あ
り
且
非

常
に
読
み
よ
い
同
氏
の
ワ
ー
ル
ド
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ク
ラ
イ
シ
ス
（
三
円
七
五
）
国
際
聯
盟
の
ワ
ー
ル
ド
。
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
。

デ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
（
三
円
）
英
政
府
発
行
の
マ
ク
ラ
ミ
ン
ス
委
員
会
報
告
書
（
一
一
円
七
五
）
同
メ
ー
イ
委
員
会
報
告
書
（
二
円
二
）

で
、
こ
の
二
著
は
英
国
の
雑
誌
や
新
聞
で
も
相
当
論
評
さ
れ
問
題
の
書
で
す
が
我
国
で
は
前
者
は
銀
行
会
社
方
面
に
非
常
に
受
け
、
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後
者
は
政
治
家
に
愛
読
さ
れ
た
。
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ド
（
英
）
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ク
ラ
イ
シ
ス
（
五
円
二
五
）
は
か
の
減
俸
問
題

当
時
の
我
国
の
状
態
に
似
て
ゐ
る
処
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
の
で
評
判
と
な
り
、
ま
た
子
供
に
も
解
る
や
う
に
解
説
さ
れ
て
居
り
且
つ

米
国
で
大
変
に
読
ま
れ
た
イ
ー
リ
ン
（
米
）
の
ニ
ュ
ー
ラ
シ
ァ
ン
・
プ
ラ
イ
マ
ー
（
三
円
五
）
カ
ウ
ッ
キ
ー
（
英
）
の
五
ケ
年
計
画

批
判
書
ボ
ル
シ
ェ
ビ
ズ
ム
・
ア
ト
・
エ
・
デ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
（
三
円
）
は
殊
に
英
日
と
も
老
若
問
は
ず
読
ま
れ
、
ク
ヌ
ー
プ
（
英
）

の
リ
ッ
ド
ル
・
オ
ブ
。
ア
ネ
ン
プ
ロ
イ
メ
ン
ト
（
二
円
二
五
）
ピ
ー
ベ
リ
ッ
ヂ
（
英
）
の
コ
ー
ス
。
エ
ン
ド
。
キ
ニ
ー
ア
・
オ
ブ
。

ア
ネ
ン
プ
ロ
イ
メ
ン
ト
は
日
本
で
は
余
り
目
を
つ
け
た
人
が
無
い
が
評
判
は
非
常
に
良
く
、
英
国
で
は
非
常
な
売
行
を
示
し
て
ゐ

ま
す
。
其
他
グ
リ
ン
コ
（
英
。
米
）
の
フ
ァ
イ
ブ
・
イ
ヤ
ー
。
プ
ラ
ン
・
オ
ブ
・
ゼ
。
サ
ヴ
ェ
ー
ト
・
ユ
ニ
オ
ン
（
二
円
五
）
と

云
ふ
例
の
五
ヶ
年
計
画
の
本
も
非
常
に
読
ま
れ
ま
し
た
。

次
に
は
時
局
問
題
に
関
す
る
も
の
で
、
此
れ
は
（
イ
）
軍
縮
に
関
す
る
も
の
（
ロ
）
賠
償
問
題
（
○
満
蒙
問
題
及
び
国
際
聯

盟
の
機
構
に
就
い
て
：
：
：
の
三
シ
に
細
別
さ
れ
ま
す
。
賠
償
問
題
と
満
蒙
問
題
は
一
般
に
は
問
題
が
起
っ
て
か
ら
読
ま
れ
出
し
、

従
っ
て
特
に
下
半
期
に
目
立
っ
て
ゐ
ま
す
。
（
イ
）
で
は
何
人
も
の
エ
キ
ス
・
ハ
ー
ト
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ

ク
。
デ
イ
ス
ァ
ー
マ
メ
ン
ト
（
二
円
五
）
が
各
方
面
の
注
意
を
惹
き
、
そ
れ
と
相
侯
っ
て
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
。

デ
イ
ス
ァ
ー
マ
メ
ン
ト
（
三
円
七
五
）
が
要
求
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
（
ロ
）
で
は
賠
償
問
題
の
中
心
人
物
ド
イ
ツ
の
前
国
立
銀
行
総
裁

シ
ャ
ハ
ト
の
ゼ
・
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
リ
。
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
凄
い
動
き
を
見
せ
、
次
い
で
は
英
国
政
府
の
賠
償
問
題
報
告
公
文
書
と

も
云
ふ
べ
き
オ
フ
ィ
シ
ァ
ル
。
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
（
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
。
コ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
（
二
円
一
一
五
）
が
可
成
り
要
求
さ
れ
て
ゐ

ま
す
。
又
国
民
目
下
の
最
大
関
心
事
た
る
満
蒙
問
題
の
書
籍
に
就
い
て
は
先
づ
ヤ
ン
グ
（
米
）
の
ジ
ャ
パ
ン
ズ
。
ユ
リ
ス
デ
ィ
ク
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シ
ョ
ン
。
エ
ン
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
。
レ
ガ
ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
。
イ
ン
・
マ
ン
チ
ュ
リ
ア
（
三
冊
揃
十
五
円
）
を
挙
げ
ま

す
。
ヤ
ン
グ
氏
は
毎
年
太
平
洋
会
議
に
出
席
し
た
人
で
既
に
こ
の
他
に
も
満
蒙
問
題
に
関
す
る
二
、
三
の
著
が
あ
る
、
こ
れ
は
我

国
で
非
常
に
要
求
さ
れ
、
追
加
又
追
加
と
云
ふ
有
様
で
し
た
、
次
に
は
満
鉄
の
セ
カ
ン
ド
・
リ
ポ
ー
ト
。
オ
ン
・
ゼ
。
プ
ロ
グ
レ

ス
・
イ
ン
・
マ
ン
チ
ュ
リ
ア
（
三
円
五
）
は
満
洲
事
変
直
前
に
出
た
も
の
で
す
が
、
日
露
戦
争
当
時
か
ら
歴
史
的
に
説
き
起
し
大

変
に
立
派
な
内
容
の
本
で
英
米
両
タ
イ
ム
ス
と
も
激
賞
し
て
ゐ
ま
す
が
、
そ
の
割
に
日
本
で
は
案
外
知
れ
て
な
い
や
う
で
す
。
東

亜
経
済
発
行
の
マ
ン
チ
ュ
リ
ア
。
イ
ャ
ー
ブ
ッ
ク
（
六
円
）
は
在
留
外
国
人
に
重
宝
が
ら
れ
て
ゐ
る
。
ヤ
コ
ン
ト
フ
（
米
）
の
ル

シ
ア
。
エ
ン
ド
・
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
ュ
ニ
オ
ン
。
イ
ン
。
ゼ
。
フ
ァ
ー
イ
ー
ス
ト
（
十
円
）
は
ロ
シ
ア
の
極
東
政
策
を
論
じ
た
も
の
で
、

こ
れ
又
我
国
民
の
最
大
関
心
事
…
．
：
今
で
も
続
を
要
求
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
著
者
は
ケ
レ
ン
ス
キ
ー
政
府
時
代
の
外
交
官
次
長
。
ア

ド
ー
ヴ
ェ
ン
ト
（
英
）
の
ト
ー
チ
ュ
ア
ー
ド
・
チ
ャ
イ
ナ
（
六
円
）
は
外
国
人
で
こ
れ
位
判
然
と
支
那
を
観
て
書
い
た
人
は
無
い

と
云
ふ
位
で
、
余
り
正
確
に
書
い
た
の
で
著
者
（
紐
育
タ
イ
ム
ス
特
派
員
？
）
は
支
那
か
ら
処
払
ひ
を
喰
つ
た
と
云
ふ
噂
ま
で
出

た
：
…
・
支
那
問
題
を
論
ず
る
に
は
必
携
の
書
と
云
は
れ
て
ゐ
ま
す
。
其
他
各
国
の
極
東
政
策
を
書
い
た
モ
ル
ス
・
マ
ク
ネ
ー
ル
共

著
（
米
）
の
フ
ァ
ー
イ
ー
ス
タ
ン
。
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
。
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
九
円
）
エ
デ
イ
ー
（
米
）
の
チ
ャ
レ
ン
ヂ
。
オ

ブ
。
ゼ
・
イ
ー
ス
ト
（
五
円
）
な
ど
も
相
当
読
ま
れ
ま
し
た
。
兎
に
角
、
今
迄
は
満
蒙
問
題
の
事
は
極
一
部
の
識
者
に
読
ま
れ
る

と
云
っ
て
よ
い
位
で
し
た
が
、
満
洲
事
変
起
る
や
ガ
ゼ
ン
一
般
的
と
な
り
殊
に
満
蒙
問
題
に
関
す
る
外
国
人
の
著
書
は
非
常
な
注

意
を
払
は
れ
て
ゐ
ま
す
。
此
れ
は
独
り
書
籍
方
面
に
限
ら
ず
新
聞
雑
誌
皆
し
か
り
で
英
米
両
タ
イ
ム
ス
な
ど
は
売
切
れ
又
売
切
れ

と
云
ふ
有
様
で
し
た
。
尚
欧
米
の
み
な
ら
ず
相
手
国
た
る
支
那
の
言
論
も
非
常
に
留
意
さ
れ
る
も
の
と
見
え
、
殊
に
支
那
の
雑
誌



（
英
文
雑
誌
）
の
チ
ャ
イ
ー
ー
ー
ズ
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
は
相
当
多
く
要
求
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
こ
の
雑
誌
は
極
端
に
排
日
記
事
を
満

載
し
て
ゐ
る
や
う
で
す
が
そ
こ
が
あ
る
意
味
で
妙
に
受
け
て
ゐ
る
や
う
で
す
。
又
在
留
外
国
人
も
満
蒙
問
題
に
は
可
成
り
関
心
を

持
っ
て
ゐ
る
ら
し
く
、
こ
れ
等
の
著
書
を
要
求
す
る
の
は
勿
論
、
英
文
と
漢
字
と
の
満
蒙
地
図
を
盛
ん
に
要
求
し
て
居
り
ま
す
。

以
上
の
著
書
な
ど
は
今
度
の
調
査
員
も
相
当
読
ん
で
居
る
或
は
読
ん
で
来
る
も
の
と
恩
は
れ
ま
す
が
、
殊
に
ト
ー
チ
『
一
ア
ー
ド
・

チ
ャ
イ
ナ
な
ど
は
調
査
員
達
の
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
と
云
は
れ
て
ゐ
ま
す
。
私
達
は
読
書
界
を
通
じ
て
か
ら
も
如
何
に
満
蒙
問
題
が

日
本
国
民
は
勿
論
世
界
人
の
焦
点
と
な
っ
て
ゐ
る
か
を
知
り
、
真
に
興
味
津
た
た
る
も
の
を
覚
え
ま
す
。

明
治
回
顧
福
本
初
太
郎

本
の
買
い
方
い
ろ
い
ろ
学
者
が
自
分
や
学
校
で
本
を
購
入
す
る
場
合
、
そ
の
人
な
り
に
い
ろ
い
ろ
の
買
い
方
を
さ
れ
る
。

目
白
の
日
本
女
子
大
学
図
書
館
に
は
、
か
な
り
の
洋
書
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
初
代
の
学
長
成
瀬
仁
蔵
先
生
が
無
類
の
ビ
ブ
リ
オ

フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ
た
た
め
で
し
ょ
う
。

先
生
は
教
育
者
で
あ
る
と
同
時
に
「
政
治
家
」
で
も
あ
っ
た
。
先
生
は
学
校
の
図
書
館
に
買
入
れ
る
本
を
、
ご
自
分
で
本
棚
か

二
特
殊
な
洋
書
の
買
い
方
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尚
、
そ
の
他
古
老
福
本
初
太
郎
、
八
木
佐
吉
等
が
書
い
た
「
洋
書
こ
ぼ
れ
話
」
と
い
う
記
録
（
洋
書
輸
入
協
会
会
報
掲
載
）
が
あ
り
、

参
考
資
料
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
趣
き
が
あ
る
の
で
序
に
抄
録
し
て
お
く
。



ら
あ
ま
り
選
ば
れ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
丸
善
へ
お
い
で
に
な
る
と
、
ま
ず
、
ど
っ
か
り
と
椅
子
に
腰
か
け
ら
れ
て
、
私
が
挨

拶
に
行
く
の
を
待
た
れ
た
。
私
は
先
生
の
興
味
を
持
た
れ
そ
う
な
、
婦
人
問
題
、
文
化
の
問
題
、
あ
ま
り
専
門
的
で
な
い
政
治
問

題
等
の
本
を
新
刊
書
の
棚
か
ら
探
し
集
め
て
先
生
の
テ
ー
ブ
ル
へ
運
ん
だ
。
先
生
は
そ
の
な
か
の
二
、
三
冊
を
ぺ
ラ
ペ
ラ
と
見
て

お
ら
れ
る
う
ち
に
、
や
が
て
、
ス
ャ
ス
ャ
と
眠
ら
れ
て
し
ま
う
。
し
ば
ら
く
す
る
と
眼
を
さ
ま
さ
れ
て
日
く
、
「
こ
れ
を
図
書
館

へ
届
け
て
呉
れ
」
と
、
い
と
も
厳
か
に
言
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
い
つ
も
一
冊
残
ら
ず
全
部
で
あ
っ
た
。
こ
う
な
る
と
、
こ
ち
ら
も

本
を
選
ぶ
の
に
真
剣
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
勿
論
お
支
払
い
は
極
上
。

講
義
の
材
料
集
め
一
橋
高
等
商
業
の
学
長
で
あ
っ
た
三
浦
新
七
先
生
は
稀
に
見
る
読
書
家
で
あ
っ
た
。
先
生
の
図
書
館
長

時
代
に
招
か
れ
て
あ
る
日
鎌
倉
材
木
座
の
お
宅
に
お
邪
魔
を
し
た
。
そ
れ
こ
そ
座
敷
い
つ
ぱ
い
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
ど
の
部
屋
も

ど
の
部
屋
も
本
本
本
、
小
さ
な
図
書
館
な
ど
、
と
て
も
足
下
に
も
及
ば
な
か
っ
た
。

先
生
が
或
る
時
、
「
来
年
の
学
校
の
講
義
に
ポ
ン
ペ
イ
の
壁
画
を
話
し
た
い
か
ら
材
料
を
集
め
て
呉
れ
」
と
言
わ
れ
て
苦
心
を

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
型
録
に
よ
る
文
献
は
も
う
す
に
お
よ
ば
ず
、
神
田
の
古
書
店
街
を
探
し
廻
っ
て
若
干
の
部
数
を
集

め
責
を
果
し
た
こ
と
が
あ
る
。
若
年
の
私
に
と
っ
て
誠
に
光
栄
で
あ
っ
た
。

チ
ソ
ク
オ

独
乙
人
捕
虜
の
読
書
第
一
次
世
界
大
戦
の
結
果
、
鯵
州
湾
の
青
島
よ
り
独
乙
人
捕
虜
の
一
部
を
浅
草
の
東
本
願
寺
に
収
容

し
た
の
は
大
正
三
年
の
暮
だ
っ
た
。
そ
の
捕
虜
の
な
か
に
は
ワ
ル
デ
ッ
ク
総
督
を
初
め
、
１
－
ベ
ル
シ
ァ
ー
ル
、
ウ
ェ
ー
ク
マ
ン

こ
の
連
中
が
、
東
本
願
寺
の
収
容
所
に
い
た
あ
る
日
、
収
容
所
か
ら
丸
善
に
電
話
が
あ
っ
て
「
独
乙
人
捕
虜
が
本
を
読
み
た
い
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等
の
学
者
も
い
た
。



と
い
う
か
ら
独
乙
人
向
き
の
本
を
持
っ
て
来
て
呉
れ
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
独
乙
語
で
書
い
た
、
日
本
案
内
、

日
本
の
歴
史
、
地
理
、
日
本
の
物
語
、
さ
て
は
独
和
辞
典
ま
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
「
日
本
」
と
文
字
の
つ
い
て
い
る
本
を
か
き

集
め
、
人
力
車
の
底
が
し
な
う
程
積
み
込
ん
で
収
容
所
に
乗
り
込
ん
だ
。
当
時
捕
虜
は
金
は
た
っ
ぷ
り
持
っ
て
い
た
が
外
出
は
許

さ
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
宝
の
持
ち
腐
れ
と
い
う
と
こ
ろ
。
そ
こ
で
考
え
た
す
え
、
本
を
買
う
こ
と
に
決
め
た
も
の
ら
し
い
。

三
輪
入
洋
書
の
種
別
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洋
書
こ
ぼ
れ
話
八
木
佐
吉

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
関
東
大
震
災
の
あ
と
は
、
そ
の
前
年
か
ら
の
一
般
不
況
が
、
震
災
後
ま
す
ま
す
深
刻
さ
を
加
え

て
き
て
い
た
。
し
か
し
、
復
興
事
業
に
と
も
な
う
諸
資
料
文
献
の
要
求
が
強
く
、
書
籍
業
界
は
、
和
書
、
洋
書
と
も
に
、
世
間
の

不
況
を
よ
そ
に
、
全
体
と
し
て
向
上
線
を
た
ど
っ
て
い
た
よ
う
に
記
憶
す
る
。

関
東
大
震
災
の
数
か
月
以
前
か
ら
、
丸
善
で
は
「
ハ
ー
ム
ス
ウ
ォ
ー
ス
万
有
百
科
全
書
」
（
国
肖
日
の
尋
Ｏ
Ｈ
ｇ
ｑ
且
ぐ
の
勝
巳
因
早

旦
。
］
○
℃
の
呂
凹
）
全
十
二
巻
の
予
約
募
集
を
開
始
し
て
い
た
。
こ
の
百
科
全
書
は
「
（
第
一
次
）
世
界
大
戦
前
後
の
世
界
の
形
勢
、
新

ら
し
い
思
想
の
動
き
、
科
学
、
工
学
工
業
の
進
歩
な
ど
を
網
羅
し
、
世
界
文
化
の
烏
倣
的
縮
図
」
と
い
っ
た
よ
う
な
宣
伝
文
句
で

拡
売
さ
れ
た
。
い
わ
ば
通
俗
的
百
科
全
書
で
あ
っ
た
。
ク
ロ
ー
ス
装
で
絹
ｇ
ｏ
で
あ
り
、
一
九
二
三
年
八
月
ま
で
に
二
度
入
荷

し
て
、
売
切
れ
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
百
科
が
震
災
後
一
九
二
三
年
末
か
ら
翌
一
九
二
四
年
に
か
け
て
、
第
一
一
一
回
以
降
の
入
荷
の

度
ご
と
に
、
そ
の
手
頃
な
内
容
が
、
読
書
界
に
大
い
に
迎
え
ら
れ
て
、
羽
が
は
え
た
よ
う
に
売
れ
た
。
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丸
善
の
「
学
鐙
」
は
九
か
月
休
刊
し
て
、
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
六
月
か
ら
復
刊
し
た
。
こ
の
こ
ろ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
長

い
間
の
戦
争
の
あ
と
の
反
動
で
楽
し
み
の
本
が
、
い
ろ
い
ろ
出
版
さ
れ
出
し
て
き
た
。
対
照
的
に
、
日
本
も
震
災
後
の
落
ち
つ
き

を
や
や
見
せ
て
き
た
の
で
、
ロ
シ
ャ
ン
。
バ
レ
ー
と
か
、
樹
の
○
口
国
鳥
黒
や
冨
員
”
①
旨
冨
ａ
《
の
舞
台
装
置
、
装
飾
関
係
の

洋
書
が
、
特
に
目
立
っ
て
需
要
さ
れ
輸
入
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
考
古
学
。
美
術
害
の
洋
書
に
話
を
う
つ
そ
う
。
一
九
二
二
年
に
英
国
調
査
隊
が
エ
ジ
プ
ト
で
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
王
の

墓
を
発
掘
し
て
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
出
土
物
の
こ
と
が
、
世
界
中
を
衝
動
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
詳
細
の
報
告
書
国
○
胃
庁
曾
著

弓
○
日
す
○
閉
弓
回
国
昌
冨
目
８
（
全
一
一
一
巻
）
の
第
一
冊
が
、
こ
の
年
（
一
九
二
五
年
）
出
版
さ
れ
て
評
判
で
あ
っ
た
。
こ
の
本
を

皮
切
り
に
エ
ジ
プ
ト
や
中
近
東
の
考
古
書
が
引
き
つ
づ
き
歓
迎
さ
れ
だ
し
て
き
た
。
一
方
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
カ
文
明
の

本
も
、
両
目
の
叶
句
口
耳
目
目
ロ
ー
”
①
門
丘
。
①
Ｈ
冒
冨
と
か
言
四
岸
①
瑞
伊
①
丘
日
目
ｌ
属
目
の
侭
①
、
宮
。
耳
①
。
①
の
煙
岸
ｇ
勺
⑦
昌
な
ど
が

輸
入
さ
れ
、
一
部
の
史
家
、
好
古
家
に
珍
重
さ
れ
て
い
る
。

中
央
ア
ジ
ア
の
関
係
の
発
掘
の
書
物
は
、
測
れ
ば
、
跨
貝
①
旨
の
庁
の
旨
の
揖
口
ｇ
の
具
属
冒
○
国
ロ
が
一
九
○
七
年
に
、
”
昌
口
の
○
開

口
の
の
①
再
○
四
昏
昌
が
一
九
一
二
年
に
、
缶
．
の
Ｈ
冒
急
巴
①
］
の
缶
岸
属
貝
の
ｏ
ｇ
が
一
九
一
一
○
年
に
英
。
独
で
出
版
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
す
で
に
舶
載
輸
入
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
に
輪
を
か
け
る
よ
う
に
出
版
さ
れ
た
陣
①
旨
の
大
著
の
①
風
且
旨
つ
づ
い
て

弓
声
○
５
ｍ
目
切
目
目
煙
が
一
九
二
一
年
に
出
て
い
た
が
、
震
災
な
ど
で
、
大
物
の
輸
入
が
中
断
さ
れ
た
か
た
ち
の
と
こ
ろ
、
一
九

二
四
’
二
五
年
ご
ろ
か
ら
、
再
入
荷
し
て
、
ま
た
一
段
と
評
判
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
一
方
で
は
、
南
蛮
紅
毛
も
の
、
キ
リ
シ
タ
ン
文
献
へ
の
一
般
関
心
も
強
ま
っ
て
き
て
、
そ
の
た
め
東
西
交
渉
史
の
新
古
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の
洋
書
の
需
要
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
〕
四
日
＄
冨
巨
己
○
ｇ
の
国
の
計
Ｏ
ｑ
Ｏ
儲
］
眉
目
．
の
第
一
一
一
巻
目
宮
①
弓
○
百
ｍ
自
国
向
ご
○
ｇ
》
岳
紹
‐

届
＄
が
〕
・
国
．
間
目
喫
○
己
に
依
っ
て
編
集
さ
れ
て
一
九
二
六
年
ロ
ン
ド
ン
で
出
た
。
こ
れ
も
こ
う
し
た
時
世
に
そ
っ
た
出
版
の

一
つ
で
あ
る
。
な
お
、
マ
ー
ド
ッ
ク
の
日
本
歴
史
は
第
二
巻
が
閏
ｍ
８
ｑ
ｏ
ご
§
目
堅
昌
旨
餌
昏
の
ｏ
ｇ
曾
昌
○
南
国
胃
辱
句
○
鼠
唱

旨
蔚
Ｈ
８
員
の
①
》
忌
倫
ｌ
忌
日
と
し
て
す
で
に
一
九
○
三
年
に
山
県
五
十
雄
と
共
著
で
神
戸
で
出
版
さ
れ
日
本
と
西
欧
と
の
交
渉

史
と
し
て
、
内
外
で
注
目
し
た
書
物
で
あ
っ
た
。
第
一
巻
は
厚
○
日
昏
の
○
国
四
口
の
ｇ
啓
の
毎
日
ぐ
己
○
冷
啓
の
弔
日
冨
瞥
の
の
①

甘
缶
．
ロ
．
忌
侭
と
し
て
一
九
一
○
年
に
出
て
お
り
、
第
三
巻
の
上
梓
と
と
も
に
既
巻
二
冊
も
新
版
を
売
り
出
し
た
。

一
九
三
一
年
五
月
に
丸
善
で
の
固
の
。
巨
冒
ぐ
画
○
口
目
ｇ
］
畠
目
貫
の
○
○
巨
○
喝
》
両
８
旨
○
日
〕
８
口
目
○
○
日
日
興
８
達
と
い
う
洋

書
の
部
門
別
、
特
別
展
示
即
売
会
を
催
し
た
。
そ
の
頃
は
思
想
的
に
取
締
り
が
大
分
や
か
ま
し
く
な
っ
て
、
④
の
字
だ
け
で
も
う

る
さ
く
、
そ
の
方
面
の
洋
書
も
輸
入
禁
止
で
、
ひ
つ
か
Ｌ
る
の
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
目
録
に
は
《
《
の
○
ｇ
農
の
日
ご
と
並

ん
で
《
《
○
○
日
目
目
●
肘
日
ど
の
分
類
で
一
項
目
が
立
て
ら
れ
数
十
点
の
④
文
献
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
附
録

古
書
広
告
に
旨
幽
員
の
己
四
の
属
凹
冒
旦
の
初
版
四
囲
①
、
宮
嶋
．
が
蝋
届
、
．
ｌ
で
出
て
い
る
．

一
九
三
○
年
《
《
弓
彦
①
○
○
日
己
』
①
庁
の
］
○
口
目
．
巴
○
命
日
○
割
目
の
①
且
国
胃
国
の
．
国
尉
庁
隆
昌
の
嵐
ｏ
ｇ
ｏ
８
の
巳
の
①
ロ
の
国
］
四
目
旨
目
黒
閏

叶
○
】
§
四
口
．
旨
．
胃
○
．
倖
ｚ
ｏ
誌
の
び
『
言
四
国
○
両
目
崖
○
○
○
ｍ
ｇ
笛
（
勺
ｇ
端
．
○
閉
Ｑ
四
ｍ
巴
。
巴
尉
凹
唇
ｍ
ｇ
ｍ
の
、
、
弓
ロ
①
○
○
国
①
ｍ
①
○
冷
昏
①

Ｑ
ｑ
Ｏ
【
ｚ
の
尋
倒
○
房
）
．
、
ぐ
○
》
凶
闇
六
一
○
頁
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
己
○
匡
匡
巴
昌
》
ロ
○
国
口
社
か
ら
（
琴
、
》
州
ｇ
・
）
で
出
版

さ
れ
た
。
本
書
は
、
異
境
に
於
け
る
生
活
を
語
る
と
共
に
ア
メ
リ
カ
の
極
東
政
策
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
、
特
に
わ
が
幕
末
政
府

と
の
交
渉
を
審
ら
か
に
し
て
い
る
点
で
幕
末
関
係
の
歴
史
学
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般
読
者
に
も
真
筆
な
興
味
を
わ
か
せ
た
出
版
物
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で
あ
っ
た
。
の
ち
、
本
書
を
玉
城
肇
が
邦
訳
し
て
岩
波
文
庫
中
に
出
版
し
、
更
に
近
年
目
鼻
号
社
で
本
書
の
翻
刻
物
を
出
版
し

て
現
に
市
販
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
、
大
部
数
売
れ
た
一
般
性
の
あ
る
洋
書
を
書
き
出
し
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

国
の
、
言
の
房
‐
○
昌
甘
の
呉
閏
の
庁
。
ｑ
》
四
℃
］
四
宮
臣
の
ｇ
ｑ
ｏ
ご
号
幽
且
昌
目
匡
目
．

国
．
の
、
言
の
房
‐
の
。
§
８
．
冷
曽
の
、

旨
四
目
の
儲
四
目
○
口
の
３
日
の
○
冷
冨
目
置
且
．

句
①
○
浬
①
の
具
援
ご
ｚ
ｇ
』
目
の
．
『
ぐ
○
］
の
．

○
○
自
国
の
の
○
吊
昏
の
言
。
獄
屋
①
ぐ
。
］
の
．

ｏ
ｏ
ｐ
ｇ
の
①
口
昌
ぐ
①
愚
巴
国
旨
昌
巳
○
℃
四
の
ｓ
Ｐ

Ｈ
の
①
①
缶
岸
目
ロ
①
弓
○
椅
句
の
陣
の
庁
宮
ｇ
貝
の
ｇ
Ｑ
ｏ
］
○
ｇ
①
烏
山
．


